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戦 評 

 全中出場をかけた男子準決勝は東北学院中学校（宮城）と飯島中学校（秋田）の対戦となった。 

 第１Ｑ、どちらもハーフコートマンツーマンでスタート。東北学院＃５の３連続得点に、飯島は＃４の

３Ｐで対抗する。東北学院＃６の３連続得点で１２－３となり、飯島が１回目のタイムアウト。飯島は＃

１２を投入後の連続得点でリズムをつかみ始める。東北学院が高さでリバウンドを制し、飯島が粘り強い

ディフェンスでルーズボールをものにしてお互いに得点が決まらず、１４－１０で東北学院の４点リード

で第１Ｑ終了。 

 第２Ｑは東北学院＃８のジャンプシュートで得点するが、お互いの激しいディフェンスでなかなかシュ

ートが決まらない。残り２分を切って東北学院＃７の３Ｐが決まり２１－１４となり、飯島のタイムアウ

ト。タイムアウト後に飯島＃６のリバウンドシュートや＃４のジャンプシュート、東北学院＃５のフリー

スローやゴール下で得点を重ね、２５－１８で東北学院の７点リードで前半を終了。 

 第３Ｑ、東北学院はターンオーバーが続き、飯島＃６のリバウンドシュートや＃９と＃７のフリースロ

ーで点差をつめていく。東北学院は＃１２を投入してオフェンスのリズムを立て直し、＃５のジャンプシ

ュートや＃１３の３Ｐで点差を再び広げる。東北学院＃５のドライブで３２－２３となったところで飯島

が後半１回目のタイムアウト。飯島＃８のゴール下や＃９＃４の３Ｐで３４－３３となったところで東北

学院がこの試合１回目のタイムアウト。東北学院＃８のシュート、飯島＃９の３Ｐにより３６－３６の同

点で第３Ｑ終了。 

 第４Ｑはお互いに点を取り合い、残り４分に飯島＃４のジャンプシュートで４２－４４となり、飯島が

この試合初めてリードしたところで東北学院がタイムアウト。東北学院がタイムアウト後の３連続得点で

５０－４４とし、飯島が後半２回目のタイムアウト。東北学院＃６のリバウンドシュートで５２－４４と

なり、残り１分で飯島が最後のタイムアウト。飯島＃１２の３Ｐでくらいつくが東北学院が５６－４７で

逃げ切り、全中の出場権を手に入れた。お互いに最後まで粘り強くプレーする好ゲームだった。 

文責  志田 和彦  日比 崇寛 （山形県） 
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P･in　（×…先発選手　　／…交代選手） 2P…２ポイントシュート成功数 3P…３ポイントシュート成功数 FT…フリースロー成功数

18 015 藤　原　悠　眞

0

15 渡　部　新　太 18 0

14 鈴　木　　　和 1714 古  澤  論  醐 17 0

13 髙　橋　飛　曳 16 013 岩  崎  惺  尚 16 0

15 012 菅　原　勇　翔

0

12 三  上  透  真 15 0

11 佐　藤　結　斗 1411 長　谷　誠　也 14 0

10 筒　井　悠　翔 13 0

1

10 日下野　アスカ 13 ／ 3 1 1

12 ／ 6 1 1 10 9 藤　原　健太郎

0

9 鈴　木　大　智 12 ／ 0

8 保　坂　斗　煌 118 五十嵐　怜　汰 11 0

7 安　田　大　輔 10 0

4

7 宍　戸　隆　太 10 0

9 × 13 4 10 6 永　井　　　迅

5 2 1 3

6 児　玉　響　眞 9 ／ 0

1 5 吉　田　叶　貴 8 ×

4 4

5 丹　野　暉　也 8 × 14 7

4 渡　部　颯　太 7 × 6 1

1

4 佐々木　　　琉 7 × 3 1 3

6 × 4 26 1 3 嵯　峨　暖　翔

0

3 山　崎　紀　人 6 × 12

2 1 2 飯　川　明　翔 5

1 2

2 尾　上　祐　樹 5 × 24 11

1 吉　田　裕　貴 4 × 13 5

ﾌｧｳﾙ

1 三　浦　那一己 4 × 0 3

番号 P･in 得点 2P 3P FT2P 3P FT ﾌｧｳﾙ № 選手氏名

11 秋田県

№ 選手氏名 番号 P･in 得点

チームＢ

東北学院中学校 56
11 - 8

47 秋田市立飯島中学校11 -

チームＡ 14 - 10

18

宮城県 20 -
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